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太
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で
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は
じ
め
に

　

一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
十
月
、
日
本
最
初
の
音
楽
の
専
門
教
育
機

関
が
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
。
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
音
楽

学
部
）
の
前
身
「
音
楽
取
調
掛
」
で
あ
る
。
設
置
直
後
に
掛
長
伊
澤
修
二

（
一
八
五
一
︱
一
九
一
七
）
よ
り
文
部
卿
寺
島
宗
則
宛
に
提
出
さ
れ
た
書

類
が
あ
る
1
。「
音
楽
取
調
掛
」
の
任
務
と
事
業
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
そ
の
文
中
に
掲
げ
ら
れ
た
三
項
目
は
、
近
代
日
本
の
音
楽
構

築
の
た
め
の
指
針
を
も
示
唆
し
て
有
名
で
あ
る
。

第
一
項　

東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
ル
事

第
二
項　

将
来
国
楽
ヲ
興
ス
ベ
キ
人
物
ヲ
養
成
ス
ル
事

第
三
項　

諸
学
校
ニ
音
楽
ヲ
実
施
ス
ル
事

欧
米
に
範
を
と
り
つ
つ
、
近
代
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
教
育
を
開
始

す
る
に
あ
た
っ
て
、
伊
澤
が
掲
げ
た
三
項
目
は
、
当
面
は
欧
米
の
音
楽
に

拠
り
つ
つ
も
「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ
折
衷
シ
テ
新
曲
ヲ
作
リ
」、
い
ず
れ

は
「
国
楽
」
を
興
す
べ
く
、
人
物
を
養
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

学
校
教
育
は
そ
の
基
礎
を
な
す
。

三
項
目
中
第
一
項
は
急
を
要
し
て
い
た
。
小
中
学
の
音
楽
教
育
の
た
め

の
教
科
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
っ

て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
八
一
年
か
ら
八
四
年

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
五
線
譜
に
よ
る
音
楽
教
科
書
﹃
小
学
唱
歌
集
﹄
全

三
編
（
九
十
一
曲
）
中
、
新
曲
は
伊
澤
修
二
「
皇す
め
ら
み
く
に

御
国
」
と
雅
楽
課
伶
人

芝
葛ふ
じ
つ
ね鎭（

一
八
四
九
︱
一
九
一
八
）
に
よ
る
三
曲
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
は

原
曲
を
欧
米
の
楽
曲
に
も
と
め
、
そ
れ
に
若
干
の
雅
楽
や
箏
曲
を
加
え
て

編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。　



﻿

81

「日本の二十世紀音楽」断章

新
た
な
音
楽
言
語
と
様
式
に
よ
る
創
作
活
動
が
た
や
す
く
実
践
さ
れ

る
筈
も
な
い
。﹃
小
学
唱
歌
集
﹄
以
前
の
日
本
人
に
よ
る
作
曲
と
し
て
は
、

八
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
二
つ
の
儀
礼
曲
「
君
が
代
」
と
「
海
ゆ
か
ば
」
を

挙
げ
て
よ
か
ろ
う
。
二
曲
は
い
ず
れ
も
雅
楽
課
伶
人
に
よ
る
も
の
で
、
雅

楽
旋
法
「
壱
越
調
律
旋
」
で
作
ら
れ
て
お
り
、
記
譜
も
当
初
は
雅
楽
譜
で

あ
る
。

西
洋
音
楽
の
様
式
に
よ
る
作
品
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
に
刊
行
を
開
始
し
た
﹃
明
治
唱
歌
﹄（
全

六
集
）2
か
ら
で
あ
る
。
大
和
田
建
樹
、
奥
好
義
共
編
に
よ
る
こ
の
唱
歌

集
の
収
録
楽
曲
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
ち
ら
も
「
故
郷
の
空
」
を
は
じ
め

と
す
る
西
洋
楽
曲
を
原
曲
と
し
た
も
の
だ
が
、
伊
澤
の
ほ
か
、
奥お
く
よ
し
い
さ

好
義

（
一
八
五
八
︱
一
九
三
三
）、
辻
則の
り
つ
ぐ承（

一
八
五
六
︱
一
九
二
二
）
ら
音
楽

取
調
掛
で
学
び
、
当
時
東
京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
若
き
伶
人

た
ち
の
書
き
下
ろ
し
に
な
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
昭
和
戦
時
下

ま
で
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
た
軍
歌
、
伊
澤
修
二
「
皇
国
の
守
」（
の
ち
改
題

「
来
れ
や
来
れ
」）
初
出
譜
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

﹃
明
治
唱
歌
﹄
以
降
、
音
楽
教
材
と
し
て
の
「
唱
歌
集
」
が
次
々
に
刊

行
さ
れ
る
3
。
初
期
に
は
伊
澤
や
雅
楽
課
伶
人
た
ち
の
専
売
特
許
の
感

の
あ
る
作
曲
も
小
山
作
之
助
（
一
八
八
四
︱
一
九
二
七
）、
鈴
木
米
次
郎

（
一
八
六
八
︱
一
九
四
〇
）、
山
田
源
一
郎
（
一
八
六
九
︱
一
九
二
七
）
な

ど
音
楽
取
調
掛
卒
業
生
が
加
わ
り
、
ま
た
日
清
戦
争
下
に
製
作
さ
れ
た
大

量
の
「
軍
歌
集
」
な
ど
も
参
加
し
て
、
明
治
二
十
年
代
は
多
く
の
作
品
が

誕
生
し
た
。
共
益
商
社
を
は
じ
め
と
す
る
出
版
社
の
取
り
組
み
も
あ
る

が
、
九
〇
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
﹃
音
楽
雑
誌
﹄
の
新
曲
欄
も
こ
れ
を
勢

い
づ
け
た
。
因
み
に
、
日
清
戦
争
時
の
軍
歌
、
軍
歌
集
は
、「
教
科
適
用
」

で
も
あ
っ
て
、
全
国
的
規
模
で
教
室
で
も
教
授
さ
れ
た
。
八
三
年
岡
山
生

れ
の
山
川
均
の
自
伝
﹃
あ
る
凡
人
の
記
録
﹄4
に
は
、「
撃
て
や
こ
ら
せ
や

清
国
を
」（
上
眞
行
作
曲
「
膺
て
や
懲
ら
せ
や
」）、「
あ
な
嬉
し
喜
ば
し
」

（
納
所
弁
次
郎
作
曲
「
凱
旋
」）
な
ど
が
高
等
小
学
「
唱
歌
」
の
授
業
で
う

た
わ
れ
た
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え

る
。こ

の
時
期
に
始
ま
る
日
本
の
作
曲
は
教
材
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
帯

び
、
曲
づ
く
り
に
携
わ
る
人
々
も
現
場
の
教
育
者
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
の
作
品
が
、「
徳
育
」
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
（
文
語
）
を
備
え
、
こ
ど

も
た
ち
が
親
し
く
歌
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
単
純
な
構
造
を
眼
目
と
し
て

い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

曲
作
り
の
過
程
で
彼
ら
が
着
目
し
、
工
夫
し
た
も
の
に
、
七
音
音
階
の

四
度
と
七
度
を
抜
い
た
五
音
音
階
「
ヨ
ナ
抜
き
音
階
」
に
よ
る
旋
律
と
、

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
せ
た
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
、
リ
ズ
ム
に
、
付
点
八

分
音
符
、
十
六
分
音
符
の
組
合
わ
せ
に
よ
る
付
点
リ
ズ
ム
の
一
種
、
い
わ

ゆ
る
ピ
ョ
ン
コ
節
が
あ
る
。
前
述
の
﹃
明
治
唱
歌
﹄
第
一
集
を
初
出
と
す

る
「
故
郷
の
空
」（
夕
空
晴
れ
て
）
を
み
て
み
よ
う
。
原
曲
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
謡
「C

o
m

in
’ th

ro
’ th

e R
ye

」
で
あ
る
。
原
曲
は
5
、
四
分

の
二
拍
子
、
付
点
八
分
、
十
六
分
、
十
六
分
、
付
点
八
分
音
符
の
タ
ン
タ

タ
タ
ン
と
い
う
リ
ズ
ム
を
基
本
に
、
幾
つ
か
の
異
な
る
パ
タ
ー
ン
を
加
え

て
フ
レ
ー
ズ
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、「
故
郷
の
空
」
の
リ
ズ
ム
は
、
付
点
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八
分
、
十
六
分
音
符
の
繰
返
し
で
一
律
に
タ
ン
タ
、
タ
ン
タ
と
歌
わ
れ
て

い
く
。
ピ
ョ
ン
コ
節
で
あ
る
。﹃
明
治
唱
歌
﹄
は
難
易
度
別
に
編
集
さ
れ

て
お
り
、「
故
郷
の
空
」
は
第
一
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
単
純
な
構
造
を
意
図
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、

タ
ン
タ
タ
タ
ン
と
い
う
リ
ズ
ム
の
採
用
は
ほ
か
の
巻
に
も
み
ら
れ
ず
、
の

ち
、
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
に
刊
行
さ
れ
、
大
流
行
し

た
「
鉄
道
唱
歌
」（
汽
笛
一
声
）
が
「
故
郷
の
空
」
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
子
ど
も
に
（
大
人
に
も
）
耳
に
届
き
や
す

い
楽
曲
と
し
て
の
そ
れ
は
工
夫
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

明
治
三
十
年
代
に
は
い
っ
て
、
私
た
ち
は
小
山
作
之
助
の
「
夏
は
来

ぬ
」6
の
、
ヨ
ナ
抜
き
音
階
に
よ
る
の
び
や
か
な
旋
律
に
「
明
治
の
う
た
」

の
成
熟
と
歌
曲
へ
の
通
過
点
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
作
曲
が
芸
術
的

創
作
行
為
と
な
る
に
は
、
旋
律
を
記
譜
す
る
技
術
を
超
え
、
実
用
的
な
目

的
を
こ
え
て
、
創
作
主
体
の
感
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
切
実
な
音
楽
言
語
の

表
出
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
「
唱
歌
」
の
作
り
手
は
い

た
と
し
て
も
、
芸
術
歌
曲
を
視
野
に
入
れ
た
「
作
曲
家
」
は
ま
だ
生
れ
て

い
な
い
。

日
本
の
作
曲
は
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）、
瀧
廉
太
郎
「
四
季
」

の
登
場
を
待
っ
て
開
始
さ
れ
る
。
彼
の
登
場
に
私
た
ち
は
「
作
曲
家
」
の

誕
生
を
み
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
百
年
、
激
動
す
る
時
代
を
生
き
た
日

本
の
作
曲
家
た
ち
の
創
作
上
の
問
題
意
識
を
軸
に
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に

時
代
に
関
わ
り
、
音
楽
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
言
し
た
か
、
に
つ
い
て

考
え
る
。
問
題
は
作
曲
家
た
ち
の
、
彼
ら
の
「
場
所
」
か
ら
の
、
そ
し
て

同
時
に
彼
ら
の
「
場
所
」
に
対
す
る
認
識
と
課
題
で
あ
る
。

一
　
瀧
廉
太
郎

　
　
　
　
―
―
唱
歌
か
ら
歌
曲
へ

瀧
廉
太
郎
（
一
八
七
九
︱
一
九
〇
三
）
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治

二
十
七
）、
十
五
歳
で
、
当
時
高
等
師
範
附
属
と
な
っ
て
い
た
旧
東
京
音

楽
学
校
（
三
十
三
年
再
び
東
京
音
楽
学
校
）
に
入
学
し
た
。
新
入
生
中
最

年
少
で
あ
る
。
大
分
か
ら
上
京
し
て
受
験
す
る
ま
で
の
数
个
月
間
、
小
山

作
之
助
の
主
宰
す
る
音
楽
塾
「
芝
唱
歌
会
」
に
入
門
し
て
い
る
。「
芝
唱

歌
会
」
は
唱
歌
教
授
に
あ
た
る
音
楽
教
員
た
ち
の
た
め
の
私
塾
だ
っ
た
が
、

東
京
音
楽
学
校
受
験
生
の
た
め
の
予
備
校
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
小
山
作

之
助
に
出
会
っ
た
こ
と
は
の
ち
の
廉
太
郎
の
作
曲
活
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
筈
で
あ
る
。
予
科
を
終
え
て
専
修
部
に
進
ん
だ
彼
は
ピ
ア
ノ
を
専

攻
す
る
。
演
奏
の
評
価
は
高
く
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
将
来
を
嘱
望
さ

れ
る
一
方
で
、
専
修
部
二
年
の
頃
よ
り
作
曲
、
作
詞
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
、「
日
本
男
児
」「
春
の
海
」「
散
歩
」
な
ど
が
﹃
音
楽
雑
誌
﹄
に
掲

載
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
二
十
小
節
に
満
た
な
い
唱
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

作
曲
に
少
し
遅
れ
て
幾
つ
か
の
西
洋
楽
曲
の
編
曲
が
あ
り
、
そ
う
し
た
作

業
と
ピ
ア
ノ
演
奏
か
ら
得
た
技
法
を
通
し
て
瀧
廉
太
郎
は
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
と
飛
躍
す
る
。
飛
躍
は
そ
れ
以
前
の
楽
曲
を
見
て
き
た
も
の
に
と
っ
て

は
別
人
と
思
え
る
程
の
も
の
で
あ
っ
て
、
海
老
澤
敏
が
い
う
よ
う
に
「
円

熟
は
突
如
と
し
て
、
一
挙
に
も
た
ら
さ
れ
る
。」7
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一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）、
二
十
一
歳
の
瀧
廉
太
郎
は
、
歌
曲
四

部
作
﹃
四
季
﹄
を
刊
行
す
る
8
。
そ
の
「
緒
言
」
に
は
、
従
来
多
く
見
ら

れ
た
西
洋
楽
曲
を
原
曲
と
し
て
歌
詞
を
あ
て
は
め
る
方
法
、
言
い
換
え
れ

ば
「
替
え
歌
」
の
楽
曲
の
不
具
を
排
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
詞
に
付
曲

す
る
「
作
曲
」
を
世
に
問
う
瀧
廉
太
郎
の
姿
勢
と
意
気
込
み
が
明
瞭
に
語

ら
れ
て
い
る
。

近
来
音
楽
は
、
著
し
き
進
歩
、
発
達
を
な
し
、
歌
曲
の
作
世
に
顕
は

れ
た
る
も
の
少
し
と
せ
ず
、
然
れ
ど
も
、
是
等
多
く
は
通
常
音
楽
の

普
及
伝
播
を
旨
と
せ
る
学
校
唱
歌
に
し
て
、
之
よ
り
程
度
の
高
き
も

の
は
極
め
て
少
し
、
其
稍
高
尚
な
る
も
の
に
至
り
て
は
、
皆
西
洋
の

歌
曲
を
採
り
、
が
歌
詞
に
代
ふ
る
に
我
歌
詞
を
以
て
し
、
単
に
字
句

の
数
を
割
当
る
数
を
割
当
る
に
止
ま
る
故
に
、
多
く
は
原
曲
の
妙
味

を
害
ふ
に
至
る
。
中
に
は
頗
る
其
原
曲
の
声
調
に
合
へ
る
も
の
き
に

し
も
あ
ら
ず
と
雖
も
、
素
よ
り
変
則
の
仕
方
な
れ
ば
、
こ
れ
を
以
て

完
美
し
た
り
と
称
難
き
事
は
何
人
も
承
知
す
る
所
な
り
。
余
や
敢
て

其
欠
を
補
ふ
の
任
に
当
る
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
常
に
此
事
を
遺
憾
と

す
る
が
故
に
、
こ
れ
迄
研
究
せ
し
結
果
、
即
我
歌
詞
に
基
き
て
作
曲

し
た
る
も
の
ゝ
内
二
三
を
公
に
し
、
以
て
此
道
に
資
す
る
所
あ
ら
ん

と
す
。
幸
に
先
輩
識
者
の
是
正
を
賜
は
る
あ
ら
ば
、
余
の
幸
栄
之
に

過
ぎ
ざ
る
な
り
。

一
九
〇
〇
年
に
は
、
種
々
の
唱
歌
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
明
治
年
間

で
お
よ
そ
二
千
点
9

と
推
定
さ
れ
る
唱
歌
集
が
こ
の
年
百
点
余
。
前
年
ま

で
の
出
版
点
数
か
ら
み
る
と
軍
歌
集
が
量
産
さ
れ
た
八
十
七
年
に
次
ぐ

が
、
質
的
に
は
そ
れ
ま
で
と
全
く
異
な
る
様
相
を
み
せ
る
。
こ
の
頃
、
従

来
の
唱
歌
の
歌
詞
の
文
語
調
、
教
訓
調
か
ら
脱
し
て
、
平
易
な
口
語
調
を

主
体
と
し
た
「
言
文
一
致
唱
歌
」
が
田
村
虎
蔵
、
納
所
弁
次
郎
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
唱
歌
集
﹃
幼
年
唱
歌
集
﹄
初
編
が
刊

行
さ
れ
、
多
梅
稚
ほ
か
作
曲
に
よ
る
﹃
地
理
教
育
鉄
道
唱
歌
﹄、
小
山
作

之
助
「
夏
は
来
ぬ
」
を
収
録
し
た
﹃
新
撰
国
民
唱
歌
﹄
第
二
集
、
山
田
源

一
郎
編
﹃
女
学
唱
歌
﹄
な
ど
が
続
々
と
現
わ
れ
る
10
。
新
た
な
様
式
に
拠

る
「
う
た
」
が
土
着
化
し
、
学
校
の
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
過
程
の
最
初

の
里
程
標
が
建
て
ら
れ
た
年
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
唱
歌
の
形
式

が
成
熟
し
、
イ
コ
ー
ル
明
治
の
う
た
と
し
て
定
着
し
た
時
期
で
あ
る
。

瀧
廉
太
郎
の
﹃
四
季
﹄
は
、
こ
う
し
た
唱
歌
群
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ

異
彩
を
放
っ
て
い
る
。「
緒
言
」
に
あ
る
通
り
、「
学
校
唱
歌
」
を
越
え
た

歌
曲
の
作
曲
を
明
確
に
意
図
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
四
季
」
は
、
四

曲
の
編
成
の
異
な
る
声
楽
曲
四
部
作
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
。

「
花
」（
武
島
又
次
郎
（
羽
衣
）
作
歌　

女
声
二
部
、
ピ
ア
ノ
）

「
納
凉
」（
東
く
め
作
歌　

独
唱
、
ピ
ア
ノ
）

「
月
」（
瀧
廉
太
郎
作
歌　

混
声
四
部
、
無
伴
奏
）

「
雪
」（
中
村
秋
香
作
歌　

混
声
四
部
、
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
）

と
い
う
編
成
に
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
、
イ
長
調
（
ア
レ
グ
ロ
・
モ
デ
ラ
ー
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ト
）、
イ
長
調
（
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
・
グ
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ソ
）、
ハ
短
調
（
ア
ン

ダ
ン
テ
ィ
ー
ノ
）、
変
ホ
長
調
（
ア
ン
ダ
ン
テ
）
と
い
う
構
成
で
、
い
ず

れ
も
、「
言
文
一
致
」
の
新
作
歌
詞
に
拠
る
通
作
歌
曲
と
し
て
作
ら
れ
た
。

発
想
標
語
が
明
記
さ
れ
、
西
洋
楽
曲
の
基
本
的
な
形
式
を
備
え
て
い
る
の

も
当
時
と
し
て
は
斬
新
だ
っ
た
。

瀧
廉
太
郎
は
、
日
本
の
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
情
景
を
き
め
細
か
く
、
巧
み

に
歌
い
あ
げ
る
。
こ
と
ば
と
音
楽
と
が
無
理
な
く
結
ば
れ
、
作
者
の
日
常

に
裏
打
ち
さ
れ
た
感
性
が
西
洋
音
楽
の
様
式
の
な
か
に
自
然
に
溶
け
込
む
。

「
歌
曲
」
が
詩
と
音
楽
の
「
融
合
体
」（
山
田
耕
筰
）11
と
し
て
表
現
さ
れ
、

作
曲
さ
れ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
私
た
ち
は
、
日
本
の
歌
曲
第
一

号
（
金
田
一
春
彦
）12
の
誕
生
を
み
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
山
田
耕
筰

―
―
日
本
語
歌
曲
作
曲
法
の
確
立

瀧
廉
太
郎
と
七
歳
違
い
の
山
田
耕
筰
（
一
八
八
六
︱
一
九
六
五
）
は
、

廉
太
郎
が
肺
結
核
で
他
界
し
た
七
年
後
（
一
九
一
〇
）
に
ベ
ル
リ
ン
に
留

学
し
た
。
王
立
高
等
音
楽
学
校
で
作
曲
の
基
礎
を
学
び
、
日
本
人
に
よ

る
最
初
の
交
響
曲
「
交
響
曲
ヘ
長
調
」
お
よ
び
交
響
詩
「
曼
陀
羅
の
華
」

「
暗
い
扉
」
を
手
に
東
京
に
戻
っ
た
。
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
一
月
の
こ

と
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
作
曲
学
生
と
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
彼
は
、
滞
在

最
後
の
年
に
、
親
友
斎
藤
佳
三
（
一
八
八
七
︱
一
九
五
五
）
や
旧
知
の
小

山
内
薫
（
一
八
八
一
︱
一
九
二
三
）
と
と
も
に
当
時
、
ド
イ
ツ
で
展
開
さ

れ
て
い
た
前
衛
的
な
芸
術
運
動
に
触
れ
る
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
ド
イ
ツ

芸
術
座
に
通
い
、
ヘ
レ
ラ
ウ
に
ジ
ャ
ッ
ク=

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
の
舞
踊
学

校
（
一
九
一
一
年
創
立
）
を
訪
ね
、
ベ
ル
リ
ン
で
上
演
さ
れ
た
バ
レ
エ
・

リ
ュ
ス
で
ニ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
観
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
運
動
の
中
心
に
あ
っ

た
Ｈ
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
（
一
八
七
八
︱
？
）
の
画
廊
を
覗
い
た
13
。
舞
踊
と

音
楽
の
融
合
を
め
ざ
し
た
彼
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
「
舞
踊
詩
」
の
創
出
や
演

劇
へ
の
接
近
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
芸
術
運
動
か
ら
示
唆
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
音
楽
者
と
し
て
彼
ら
か
ら
受
け
と
っ

た
も
の
、
そ
れ
を
一
言
で
い
う
な
ら
「
リ
ズ
ム
」
へ
の
着
目
で
あ
る
。
ダ

ル
ク
ロ
ー
ズ
の
リ
ズ
ム
と
身
体
活
動
の
考
察
か
ら
創
案
さ
れ
た
新
舞
踊
、

リ
ズ
ム
を
重
視
し
た
ヴ
ァ
ル
デ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
言
語
芸
術
論
に
、

「
リ
ヅ
ム
の
力
は
凡
て
の
動
的
芸
術
の
原
動
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
従
来

静
的
な
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
芸
術
を
も
動
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

生
命
の
力
が
あ
る
。」（
山
田
耕
筰
「
綜
合
芸
術
よ
り
融
合
芸
術
へ
」）14
を

重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
言
語
と
音
楽
に
つ
い
て
の
考
察
も
含
め
て
、
そ

の
後
の
山
田
耕
筰
の
活
動
の
原
点
が
見
え
て
く
る
。

帰
国
直
後
の
彼
の
作
曲
は
主
と
し
て
舞
踊
詩
を
含
む
ピ
ア
ノ
曲
に
注
が

れ
て
い
た
。
歌
曲
の
発
表
は
、
三
木
露
風
の
詩
集
﹃
廃
園
﹄
に
拠
る
十
曲

の
歌
曲
集
﹃
露
風
之
巻
﹄
の
み
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
歌
曲
作
曲

に
つ
い
て
、
彼
は
「
単
に
靄
の
や
う
な
感
情
の
み
を
土
台
と
し
て
詩
の
韻

律
、
唱
歌
学
上
よ
り
見
た
る
唱
歌
発
音
法
、
乃
至
日
本
語
そ
の
も
の
ゝ
発

音
等
の
問
題
を
顧
視
す
る
事
無
な
く
、
極
め
て
無
知
な
極
め
て
暢
気
な
、

寧
ろ
気
ま
ぐ
れ
と
迄
言
い
度
い
程
な
心
持
で
（
略
）
邦
語
の
歌
曲
を
創
作
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「日本の二十世紀音楽」断章

す
る
こ
と
の
頗
る
危
険
な
る
事
に
気
が
つ
い
た
。」
と
書
く
（﹃
山
田
耕
作

歌
曲
集 
露
風
之
巻
﹄
序
文
）15
。
日
本
語
の
詩
を
繰
り
返
し
読
誦
し
、
作

曲
に
取
り
か
か
っ
て
み
れ
ば
、「
全
く
日
本
語
の
性
質
を
没
却
し
て
し
ま

っ
た
も
の
」
し
か
書
け
ず
、
遂
に
作
曲
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

前
述
の
曲
集
﹃
露
風
之
巻
﹄
に
あ
っ
て
も
、
辛
う
じ
て
帰
国
の
翌
年
一
月

に
作
曲
さ
れ
た
第
十
曲
「
唄
」
の
み
が
「
靄
の
や
う
な
感
情
の
み
を
土
台

と
」
す
る
こ
と
か
ら
脱
し
得
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
不
足
で
あ
る
。
日

本
語
の
特
質
が
ま
だ
十
全
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問

題
の
解
決
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
北
原
白
秋
と
と
も
に
創
刊
し

た
﹃
詩
と
音
楽
﹄
ま
で
待
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹃
詩
と
音
楽
﹄
大
正
十
二
年
二
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
歌
謡
曲
作
曲
上

よ
り
見
た
る
詩
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
で
、
山
田
耕
筰
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

リ
ー
ト
「
死
と
乙
女
」
を
も
対
象
と
し
な
が
ら
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
は

「
強
弱
」
で
は
な
く
、
音
の
高
低
に
あ
る
と
結
論
を
出
し
た
。

私
は
音
楽
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
言
葉
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

も
、
等
し
く
強
弱
と
い
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
軽
重
に
あ
る
、
両
者
の

ア
ク
セ
ン
ト
の
一
致
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
処

に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
漢
語
に
「
抑

揚
」
と
い
ふ
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は
ア
ク
セ
ン
ト
と
い

ふ
言
葉
の
意
味
を
現
は
す
の
に
も
つ
と
も
適
は
し
い
も
の
で
あ
り
ま

せ
う
。
即
ち
抑
へ
て
は
離
す
力
、
ま
た
そ
の
凹
部
と
凸
部
、
力
の
止

つ
て
は
流
れ
出
づ
る
点
︱
︱
つ
ま
り
ア
ク
セ
ン
ト
の
真
意
を
こ
の
文

字
が
一
ば
ん
的
確
か
に
現
は
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
普
通
音

楽
に
お
い
て
は
、
楽
曲
を
縦
線
に
よ
つ
て
節
分
し
こ
の
縦
線
の
右
、

即
ち
小
節
の
首
部
に
当
る
所
の
音
符
をA

ccen
ted

 N
o

te

と
称
し

て
を
り
ま
す
。
私
が
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
旋
律
に
よ
つ
て
消
却
さ

せ
る
時
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ

と
を
主
張
し
た
時
、
多
く
の
方
は
楽
曲
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
部

分
に
、
そ
の
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
は
め
こ
め
れ
ば
、
そ
の
語
勢
が

現
は
れ
て
来
る
も
の
と
誤
解
さ
る
ゝ
こ
と
が
、
今
日
ま
で
多
く
あ
り

ま
し
た
。
音
楽
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
と
、
詩
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン

ト
の
相
違
を
私
が
主
張
す
る
の
も
、
こ
の
経
験
か
ら
出
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
ば
言
葉
の
も
つ
ア
ク
セ
ン
ト
を
音
楽
的
に

完
全
に
写
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
せ
う
。

　

私
は
自
分
が
創
作
に
際
し
て
な
め
た
苦
心
の
結
果
と
し
て
抑
揚
の

字
義
通
り
、
言
葉
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
部
分
を
な
い
部
分
よ
り

は
高
い
音
度
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
表
は
さ
れ

る
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
を
断
言
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
「
抑
揚
」
と
い
う
言
語
の
リ
ズ
ム
か
ら
考
察
し
、

そ
の
リ
ズ
ム
を
音
楽
的
に
は
、
音
の
高
低
に
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
山
田
耕
筰
は
歌
曲
作
曲
法
の
端
緒
を
摑
ん
だ
16
。
後
年
、
小

倉
朗
（
一
九
一
六
︱
一
九
九
〇
）
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
」
を
単
語
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
「
め
り
は
り
」、「
抑
揚
」
を
フ
レ
ー
ズ
単
位
と
し
た
「
め
り
は
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り
」
と
区
別
し
て
考
え
て
い
る
が
17
、
山
田
耕
筰
の
「
力
の
止
つ
て
は
流

れ
出
づ
る
点
」
は
単
語
の
リ
ズ
ム
と
フ
レ
ー
ズ
の
リ
ズ
ム
が
総
合
的
に
考

え
ら
れ
て
い
る
。
詩
が
楽
曲
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
単
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
詩
句
の
「
抑
揚
」
を
も
限
定
し
、
旋
律
の
運
動
と
静
止
の
リ
ズ
ム
と
に

密
接
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
以

降
、
山
田
耕
筰
に
歌
曲
の
時
代
が
訪
れ
る
。「
か
ら
た
ち
の
花
」
の
作
曲

は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

山
田
耕
筰
が
日
本
の
作
曲
家
と
し
て
位
置
す
る
「
場
所
」
を
も
っ
と
も

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
自
ら
の
言
語
、
日
本
語
に
よ
る
歌
曲

の
作
曲
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
無
自
覚
の
ま
ま
、「
靄
の
や
う
な
」
感
情

で
作
曲
を
す
る
こ
と
の
限
界
を
痛
切
に
感
じ
と
り
言
語
の
分
析
に
向
っ
た
。

創
作
者
と
し
て
作
曲
の
場
に
臨
む
も
の
の
、
そ
れ
は
自
然
か
つ
当
然
の
道

筋
で
あ
っ
た
ろ
う
。
山
田
耕
筰
が
創
作
者
と
し
て
の
内
面
的
な
必
然
性
に

よ
っ
て
出
会
っ
た
こ
の
「
民
族
的
な
」
課
題
は
、
彼
自
身
の
、
あ
る
い
は

個
々
の
作
曲
家
の
思
索
と
実
践
に
帰
せ
ら
れ
た
が
、
昭
和
に
擡
頭
し
て
き

た
次
の
世
代
に
は
、
必
ず
し
も
個
々
人
に
と
っ
て
、
自
然
で
も
な
け
れ
ば

必
然
で
も
な
い
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
深
井
史
郎

―
―
戦
時
下
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
抗
し
て

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）、
二
十
九
歳
の
深
井
史
郎
（
一
九
〇
七
︱

一
九
五
九
）
は
、
東
京
放
送
局
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
曲
を
委
嘱
さ
れ

る
。
前
年
に
、
山
田
耕
筰
の
管
弦
楽
曲
を
批
判
し
て
「
勉
強
を
怠
つ
た
天

才
」18
と
公
言
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
若
き
作
曲
家
は
、
同
時
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
作
品
の
パ
ロ
デ
ィ
を
書
く
こ
と
に
決
め
た
。
何
故
パ
ロ
デ
ィ
か
と
い

え
ば
、
ス
コ
ア
を
通
し
て
私
淑
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
曲
家
た
ち
の

手
法
を
楽
曲
の
中
に
ひ
そ
か
に
潜
り
込
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
氏
名
入
り

で
、
正
面
か
ら
捉
え
返
し
、
彼
自
身
の
批
評
的
作
品
と
し
て
作
り
替
え
て

み
た
か
っ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
。
も
う
ひ
と
つ
は
︱
︱
作
曲
者
は
明
言
し
な

い
が
︱
︱
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
九
月
の
満
洲
事
変
以
降
、「
非
常

時
」
の
喧
伝
と
と
も
に
浮
上
し
て
き
た
「
日
本
主
義
」「
日
本
精
神
」
へ

の
実
践
的
反
論
で
あ
る
。

満
洲
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
昭
和
十
五
年
戦
争
時
の
主
要
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
「
日
本
主
義
」
あ
る
い
は
「
日
本
的
な
る
も
の
」

の
音
楽
か
ら
の
検
討
は
、
秋
山
邦
晴
が
指
摘
す
る
昭
和
十
年
代
よ
り
も
実

は
早
い
19
。
田
邊
尚
雄
門
下
の
評
論
家
、
須
永
克
己
「
音
楽
に
於
け
る
日

本
主
義
」
が
現
れ
る
の
が
一
九
三
三
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
20
。
須
永
は

続
け
て
、
日
本
放
送
協
会
機
関
誌
﹃
調
査
時
報
﹄
に
同
年
九
月
よ
り
一
一

月
ま
で
五
回
に
わ
た
っ
て
「
音
楽
と
日
本
国
民
性
」
を
連
載
、
翌
年
五
月
、

﹃
思
想
﹄
の
「
特
集
日
本
精
神
」
号
に
も
「
音
楽
に
於
け
る
日
本
的
な
る

も
の
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
三
十
二
年
に
創
設
さ
れ
た
「
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」（
現
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
）
は
、
こ
の
年
の
作
曲
部
門
の
募
集
要

項
に
「
日
本
的
情
調
を
採
り
入
れ
る
」
こ
と
と
規
定
し
て
お
り
21
、
当
時

既
に
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
え
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
動
向

を
一
定
の
方
向
に
導
く
理
論
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
須
永
と
い
っ
て
よ
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い
。須

永
克
己
は
最
初
の
論
文
「
音
楽
に
於
け
る
日
本
主
義
」
で
、
事
変
以

降
、
音
楽
雑
誌
を
賑
わ
せ
た
「
楽
壇
の
清
算
事
項
」
を
冒
頭
に
置
き
、
歌

曲
、
流
行
歌
、
童
謡
に
み
ら
れ
る
「
日
本
的
手
法
」
に
つ
い
て
述
べ
、
そ

の
手
法
が
声
楽
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
成
功
し
て
い
な
い
事
態
を
指

摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
、
来
る
べ
き
反
論
を
封
じ
る
。

　

私
は
此
の
日
本
主
義
的
課
題
の
解
決
に
対
し
て
一
つ
の
反
対
が
起

る
こ
と
を
予
期
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
現
在
日
本
に
生
活
し
て
ゐ

る
作
曲
家
の
作
品
な
ら
ば
、
そ
の
形
式
の
如
何
を
問
は
ず
充
分
に

日
本
的
で
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
格
別
旧
い
日
本
の
音
楽
形
態

を
襲
用
す
る
必
要
が
何
処
に
あ
る
の
か
」
と
い
ふ
や
う
な
抗
議
で

あ
る
。
私
は
一
つ
の
意
味
に
於
い
て
は
此
の
抗
議
に
全
く
屈
服
す
る
。

し
か
し
同
時
に
別
の
一
つ
の
意
味
に
於
い
て
は
此
の
抗
議
に
強
く
反

駁
す
る
者
で
あ
る
。
第
一
の
意
味
と
は
真
に
創
造
的
な
作
曲
家
の
製

作
の
具
体
的
体
験
に
於
い
て
で
あ
る
。
此
の
場
合
は
日
本
的
で
あ
ら

う
と
す
る
意
図
と
い
ふ
如
き
問
題
は
存
在
し
得
な
い
。
存
在
す
る
も

の
は
全
体
的
な
創
造
活
動
で
、
日
本
的
要
素
も
非
日
本
的
要
素
も
お

し
な
べ
て
そ
の
創
作
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
前
述

の
如
く
、
単
に
材
料
と
し
て
の
日
本
的
要
素
を
余
り
強
調
す
る
こ
と

は
、
此
の
意
味
で
は
具
体
を
離
れ
て
抽
象
に
堕
す
る
誤
を
含
ん
で
ゐ

る
。
換
言
す
れ
ば
作
曲
家
が
形
式
だ
け
日
本
的
で
あ
る
こ
と
は
本
来

不
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
日
本
的
で
あ
る
こ
と
は
作

曲
家
そ
の
も
の
の
本
質
で
あ
つ
て
、
作
品
の
属
性
だ
け
で
は
無
い
の

で
あ
る
。

「
真
に
創
造
的
な
作
曲
家
」
の
創
作
過
程
に
お
い
て
は
、「
日
本
的
要

素
」
も
「
非
日
本
的
要
素
」
も
手
段
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
そ
れ
で
は

「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
を
何
処
に
求
め
る
か
と
い
え
ば
、「
作
曲
家
そ
の

も
の
の
本
質
」
で
あ
る
と
説
く
。
続
く
文
章
は
、「
日
本
的
作
曲
家
」
で

あ
る
こ
と
を
阻
害
す
る
要
因
を
明
治
以
降
の
西
洋
音
楽
偏
重
の
音
楽
教
育

に
求
め
、「
此
の
変
態
的
教
育
、
教
養
を
受
け
た
現
在
の
作
曲
家
の
大
部

分
が
、
そ
の
ま
ゝ
で
は
真
の
日
本
的
作
曲
家
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
の
は

自
然
で
あ
る
。」

こ
こ
で
は
、
ま
だ
「
日
本
的
」
な
音
楽
の
特
質
に
つ
い
て
詳
し
く
は
語

ら
れ
て
い
な
い
。
詳
細
が
明
か
に
さ
れ
る
の
は
「
音
楽
と
国
民
性
」
に
お

い
て
で
あ
り
、
翌
年
の
「
音
楽
に
於
け
る
日
本
的
な
る
も
の
」
に
な
る
と

よ
り
端
的
な
文
章
と
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
論
文
に
示
さ
れ
た
彼

の
考
察
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

一
、	

国
民
文
化
は
国
力
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
国
力
と
は
物
質
的

な
力
で
は
な
く
、
精
神
力
で
あ
る
。

一
、	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
に
対
抗
し
う
る
東
洋
音
楽
の
代
表
は
日
本
に
あ
る
。

一
、	
日
本
音
楽
の
民
族
的
特
徴
は
、

・
音
楽
の
生
活
に
於
け
る
位
置
と
し
て
、
音
楽
が
単
に
音
楽
家
の
専

門
と
し
て
発
達
せ
ず
一
般
人
も
娯
し
む
も
の
と
し
て
発
展
し
て
き
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た
こ
と
。
作
曲
者
よ
り
は
演
奏
家
の
個
性
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

（「
集
団
的
精
神
の
所
産
」）

・
音
楽
形
態
は
、
単
音
の
声
楽
が
主
で
あ
る
こ
と

・
音
楽
の
表
現
と
し
て
は
、
文
学
的
内
容
を
有
す
る
も
の
が
多
く
、

芸
術
的
独
立
性
は
弱
い
が
、
そ
の
表
現
方
法
は
極
め
て
特
殊
で
あ

る
こ
と
。
即
ち
、
感
情
表
出
が
中
庸
を
好
み
、
淡
泊
を
愛
し
極
端

を
忌
み
誇
張
を
避
け
る
性
質
を
も
つ
こ
と
。
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、

「
情
緒
的
求
心
性
」
と
「
感
覚
的
精
緻
性
」
を
有
す
る
こ
と
。

彼
の
文
章
を
も
う
少
し
具
体
的
に
追
っ
て
み
る
。
彼
が
着
目
し
た
特
色

の
ひ
と
つ
、
演
奏
は
「
遊
び
」
で
あ
り
、「
遊
び
」
と
い
う
概
念
は
、「
造

化
自
然
の
悠
々
た
る
営
み
」「
悠
久
な
時
間
の
中
に
起
伏
す
る
自
然
と
人

生
と
の
無
目
的
無
法
則
の
遊
戯
に
通
じ
」「
音
楽
者
は
そ
の
演
奏
に
於
い

て
一
回
ご
と
に
天
地
の
造
化
に
参
与
す
る
。」　

音
楽
表
現
と
し
て
特
徴
的

な
「
情
緒
的
求
心
性
」
は
、
感
情
表
出
の
中
庸
性
が
「
そ
の
代
わ
り
に
一

つ
一
つ
が
内
面
的
に
強
く
深
く
味
は
は
れ
本
質
的
に
把
握
さ
れ
る
。」
こ

と
に
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
人
が
神
道
や
仏
教
を
通
じ
て
訓
練
を
受
け
た
生

き
方
で
あ
る
。
他
方
の
「
感
覚
的
精
緻
性
」
は
、
数
量
的
機
械
的
な
法
則

性
に
束
縛
さ
れ
な
い
リ
ズ
ム
と
、「
微
細
な
変
化
」
と
「
微
小
な
音
程
」

を
も
つ
旋
律
に
み
ら
れ
る
。
リ
ズ
ム
の
「
分
化
の
複
雑
と
精
緻
と
は
驚
嘆

す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
現
の
正
確
さ
と
自
由
さ
と
は
一

層
驚
異
に
値
す
る
。
こ
の
自
在
こ
そ
は
、
生
そ
の
も
の
が
瞬
間
に
姿
を
現

は
し
て
忽
ち
過
去
に
消
え
て
行
く
ご
と
く
、
時
間
芸
術
の
本
質
を
最
も
純

粋
に
発
揮
し
て
ゐ
る
音
楽
の
本
領
で
あ
つ
て
、
そ
の
崇
厳
は
そ
の
ま
ゝ
造

化
の
遊
戯
と
相
通
ず
る
所
以
で
あ
る
。」　

こ
う
し
た
音
楽
の
内
面
的
な

「
微
小
工
作
」
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
聴
覚
そ
の
他
の
感
覚
の
極
度
の

鋭
敏
さ
で
あ
り
、
技
巧
の
精
緻
（
感
の
良
さ
、
器
用
さ
）
が
必
須
と
さ
れ

る
。
以
上
が
彼
の
論
の
要
約
で
あ
る
。

須
永
の
「
日
本
的
な
る
も
の
」
は
、
自
身
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋

音
楽
（
彼
は
「
他
の
音
楽
」
と
い
う
が
）
と
の
比
較
に
お
い
て
抽
出
さ
れ

る
。「
日
本
主
義
」
は
元
来
西
洋
近
代
批
判
で
あ
る
か
ら
、
対
照
さ
れ
て

い
る
「
西
洋
音
楽
」
も
近
代
の
そ
れ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
論
じ
ら

れ
て
い
る
日
本
音
楽
自
体
は
前
近
代
で
あ
る
。
今
も
な
お
生
活
の
な
か
に

息
づ
い
て
い
る
民
謡
や
「
俗
曲
」
は
省
か
れ
る
。
彼
の
解
釈
の
基
本
に

は
「
日
本
」
と
「
西
洋
」
と
い
う
固
定
的
な
二
項
対
立
が
あ
り
、「
西
洋

音
楽
」
に
対
し
て
「
日
本
音
楽
」
を
ひ
と
つ
の
対
抗
的
モ
デ
ル
と
し
て

と
ら
え
、
そ
の
精
神
的
美
を
発
見
す
る
こ
と
に
熱
意
を
注
ぐ
。
こ
れ
は
、

サ
イ
ー
ド
の
定
義
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
「
東オ
リ
エ
ン
ト
洋
」
と
（
し
ば
し
ば
）

「
西
オ
ク
シ
デ
ン
ト

洋
」
と
さ
れ
る
も
の
と
の
あ
い
だ
に
設
け
ら
れ
た
存
在
論
的
・
認
識

論
的
区
別
に
も
と
づ
く
思
考
様
式
な
の
で
あ
る
。」22
を
引
く
ま
で
も
な
く
、

「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。

須
永
の
論
稿
は
、
三
十
三
年
の
段
階
で
は
著
者
の
予
期
に
反
し
て
論
争

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
段
階
で
「
音
楽
に
於
け
る
日
本
主
義
」
の
唱

道
に
反
駁
す
る
べ
く
ペ
ン
を
執
っ
た
の
は
深
井
史
郎
ひ
と
り
。﹃
月
刊
楽

譜
﹄
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
的
情
緒
へ
の
袂
別
」
が
そ
れ
で
あ
る
。



﻿

89

「日本の二十世紀音楽」断章

　

仏
蘭
西
音
楽
に
於
け
る
オ
リ
ア
ン
タ
リ
ス
ム
は
、
芸
術
の
上
の
一

種
の
流
行
で
あ
つ
た
。
即
ち
そ
れ
は
衣
裳
の
柄
や
、
型
の
様
な
も
の

で
あ
る
。
あ
ま
り
に
ノ
ル
マ
ル
な
も
の
ゝ
描
写
に
飽
き
た
音
楽
家
た

ち
が
、
閑
に
ま
か
せ
て
こ
の
支
流
に
船
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
た
ゞ

そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
事
は
わ
れ
わ
れ
日
本
の
あ
る
作
曲
家
た
ち
に
と
つ
て

は
、
た
ゞ
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
つ
た
。
す
な
は
ち
彼
等
は
、
之
と
全

然
別
個
の
問
題
︱
︱
即
ち
音
楽
に
於
け
る
日
本
主
義
の
問
題
と
こ
の

流
行
と
を
混
線
さ
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
邦
人
の
作
品
発
表

会
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
何
度
も
ハ
ッ
ピ
コ
ー
ト
を
着
た
日
本
人
が
踊
る

の
を
見
た
。

　

彼
等
は
第
一
に
彼
等
の
日
本
主
義
を
出
す
た
め
に
、
仏
蘭
西
人
が

東
方
の
幻
想
を
描
か
ん
と
し
た
の
と
同
一
の
方
法
、
そ
し
て
同
一
の

手
段
に
出
た
。
即
ち
彼
等
は
彼
等
の
現
在
の
生
活
を
直
視
す
る
こ
と

な
く
、
彼
等
と
今
す
で
に
遠
く
わ
か
れ
て
し
ま
つ
た
い
に
し
へ

0

0

0

0

の
情

緒
を
憧
れ
た
り
、
又
彼
等
が
口
ず
さ
む
こ
と
の
な
い
俗
楽
の
旋
法
に

興
味
を
う
つ
さ
ん
と
し
た
り
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
滅
多
に
成
功
し

た
ゝ
め
し
は
な
い
。
こ
の
失
敗
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
は
簡
単
で
あ

る
。
一
に
は
彼
等
が
完
全
な
る
古
代
人
、
或
ひ
は
俗
衆
へ
の
観
察
に

欠
け
て
ゐ
た
か
ら
、
二
に
は
彼
等
は
こ
の
怪
し
げ
な
服
装
を
も
つ
て

現
代
の
こ
と
を
語
ら
う
と
企
て
た
か
ら
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
芸
術
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
中
か
ら
生
れ
る
。
意
識

的
に
こ
の
生
活
を
離
れ
た
感
覚
を
芸
術
の
上
に
盛
る
企
て
は
、
或
る

一
つ
の
標
本
を
造
る
場
合
を
除
い
て
は
無
意
味
で
あ
る
。

　
「
日
本
主
義
」
の
本
質
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
あ
る
こ
と
、「
日
本
主

義
」
が
過
去
の
美
を
求
め
る
精
神
の
在
り
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
精
神
を
要
請
す
る
も
の
の
実
体
が
、
全
面
戦
争
に
向
お
う
と
す
る
国

家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
と
き
、
深
井
史
郎
は
見
抜
い

て
い
る

三
十
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
「
国
民
精
神
総
動
員
」、

三
十
八
年
初
頭
の
近
衛
内
閣
に
よ
る
「
国
家
総
動
員
法
」
が
論
議
さ
れ
る

な
か
で
、﹃
音
楽
世
界
﹄
が
特
集
し
た
「
日
本
的
作
曲
へ
の
諸
問
題
」
に

寄
せ
て
彼
は
再
び
書
く
23
。
山
田
耕
筰
の
新
作
「
昭
和
讃
頌
」
と
前
年
発

表
さ
れ
た
瀬
戸
口
藤
吉
「
愛
国
行
進
曲
」
が
日
本
的
で
、
現
代
の
も
っ
と

も
よ
い
精
神
を
表
し
て
い
る
か
、
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
彼
が
そ
れ
ら

の
作
品
か
ら
感
じ
と
る
も
の
は
「
十
銭
食
堂
の
中
に
あ
る
ト
ン
カ
ツ
や
ラ

イ
ス
・
カ
レ
ー
の
様
な
あ
い
ま
い
な
存
在
」
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
国

民
精
神
総
動
員
と
の
関
連
に
お
い
て
自
国
の
民
族
的
優
秀
性
を
強
調
す
る

「
日
本
主
義
」
の
在
り
方
を
確
認
し
た
上
で
、「
西
洋
一
辺
倒
」
か
ら
「
日

本
主
義
」
に
振
れ
る
「
歴
史
の
振
子
」
に
つ
い
て
書
く
。

　
　

　

歴
史
と
い
ふ
も
の
は
、
絶
え
て
動
き
の
停
ま
ら
な
い
振
子
で
あ
る
。

振
子
は
一
方
の
は
し
か
ら
一
方
の
は
し
ま
で
動
い
て
し
ま
ふ
の
で
あ

つ
て
、
決
し
て
中
庸
の
所
に
は
停
ま
っ
て
ゐ
な
い
。
現
在
の
日
本
主



90

義
も
、
外
国
文
化
の
過
度
の
崇
拝
の
対
蹠
点
に
位
す
る
の
で
、
振
子

は
一
方
か
ら
一
方
へ
行
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
何
で
も
か
ん
で

も
外
国
の
も
の
で
な
け
れ
ば
崇
拝
出
来
な
い
と
い
ふ
意
識
は
今
で
も

相
当
な
人
た
ち
の
ど
つ
か
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
い
つ
を
も
と
に
も
ど

す
為
に
は
そ
れ
と
同
じ
位
の
力
を
必
要
と
す
る
。
だ
が
、
こ
の
力
は

必
ず
行
き
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
次
に
は
何
で
も
日
本
の
も
の
で
な
け
れ

ば
、
我
慢
が
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。

　
「
歴
史
の
振
子
」
は
、
西
川
長
夫
の
い
う
明
治
以
降
繰
り
返
さ
れ
た

「
欧
化
」
と
「
回
帰
」
の
サ
イ
ク
ル
を
示
す
振
子
で
あ
る
24
。
戦
争
を
契

機
と
し
た
昭
和
の
「
回
帰
」
が
波
動
す
る
な
か
で
、
深
井
史
郎
の
創
作
者

と
し
て
の
良
心
は
痛
む
。
西
洋
音
楽
の
様
式
を
学
び
、
そ
れ
に
拠
っ
て
自

ら
の
創
作
を
進
め
て
き
た
二
十
世
紀
に
生
き
る
作
曲
家
と
し
て
、
昔
の
音

楽
が
い
か
に
懐
か
し
く
美
し
く
提
示
さ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
は
幻
想
に
過
ぎ

な
い
。
芸
術
が
基
盤
と
す
る
「
わ
れ
わ
れ
の
生
活
」
は
そ
こ
に
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
の
ち
に
作
家
坂
口
安
吾
が
い
う
よ
う
に
「
凡
そ
自
分
の
性
情

に
う
ら
は
ら
な
習
慣
や
伝
統
を
、
恰
も
生
来
の
希
願
の
よ
う
に
背
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」25
理
由
は
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
都
会
に
す
ん
で
居
り
、
文
化
は
限
り
な
く
交
流
す
る

地
点
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
作
曲
の
中
に
は
、
実
は
ダ
ン
ス
・
ホ
ー

ル
的
要
素
も
あ
り
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
式
要
素
も
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
私
は
之
を
自
分
の
作
曲
の
中
か
ら
駆
逐
し
よ
う
と
も
思
は
な
い

し
、
又
之
ば
か
り
に
頼
ら
う
と
も
し
な
い
。
た
ゞ
か
う
い
ふ
事
は
云

へ
る
。
も
つ
と
高
い
所
に
立
つ
て
見
た
い
。
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
地
下

室
に
建
て
ら
れ
た
、
軒
の
あ
る
日
本
風
小
部
屋
に
は
ど
う
も
窒
息
し

さ
う
に
な
る
。

　

一
九
三
七
年
、
深
井
史
郎
は
「
五
つ
の
パ
ロ
デ
ィ
」
を
全
面
的
に
改
作
、

「
パ
ロ
デ
ィ
的
な
四
楽
章
」
と
し
て
再
び
世
に
送
り
出
し
た
。
四
年
前
の

問
題
は
収
ま
ら
な
い
ば
か
り
か
、
時
間
の
経
過
に
つ
れ
て
い
っ
そ
う
激
化

し
て
い
た
26
。

　

深
井
史
郎
が
感
じ
て
い
る
「
窒
息
し
さ
う
な
」
空
気
か
ら
離
れ
て
、
自

由
に
「
伝
統
」
に
向
き
合
う
機
会
を
東
京
で
活
動
し
て
い
た
多
く
の
作
曲

家
た
ち
は
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
呪
縛
に
も
似
た
緊
迫
感
か

ら
多
少
と
も
逃
れ
て
、
音
楽
の
「
民
族
性
」
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
伊
福
部
昭
（
一
九
一
四
︱
二
〇
〇
六
）
で
あ
る
。
楽
壇
か
ら
離
れ

て
、
北
海
道
で
林
務
官
を
務
め
る
合
間
に
作
曲
を
続
け
て
い
た
伊
福
部
昭

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
稿
を
改
め
た
い
。

四
　
武
満
徹―

―
「
伝
統
」
の
見
つ
け
方

　

戦
前
戦
中
の
作
曲
家
た
ち
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
は
、「
伝
統
」
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
、
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
世
代

は
、
戦
後
の
開
放
感
の
な
か
で
、
改
め
て
こ
の
宿
題
を
抱
え
る
こ
と
に
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な
る
。
戦
後
ま
も
な
く
結
成
さ
れ
た
「
新
作
曲
派
協
会
」27
の
メ
ン
バ
ー

に
見
ら
れ
る
思
考
の
基
点
は
、
民
謡
（
清
瀬
保
二
）、
雅
楽
（
松
平
賴
則
）、

あ
る
い
は
汎
ア
ジ
ア
（
早
坂
文
雄
）、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
曲
家
に
よ
っ
て

異
な
る
。
十
代
の
半
ば
で
敗
戦
を
迎
え
た
昭
和
初
年
代
生
れ
の
世
代
に
と

っ
て
、「
伝
統
」
は
「
日
本
主
義
」
を
連
想
さ
せ
、
拒
絶
の
対
象
で
あ
っ

た
か
ら
、「
宿
題
」
は
こ
の
と
き
存
在
し
な
い
。
音
楽
的
「
鎖
国
」
状
態

に
あ
っ
た
戦
前
戦
中
か
ら
一
挙
に
解
放
さ
れ
た
彼
ら
が
、
戦
後
の
欧
米
の

新
し
い
音
楽
の
動
向
に
よ
り
敏
感
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
）、
二
十
歳
の
武
満
徹
（
一
九
三
〇
︱

一
九
九
六
）
が
参
加
し
て
結
成
さ
れ
た
「
実
験
工
房
」
は
、
美
術
や
音
楽

の
分
野
で
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
若
い
芸
術
家
た
ち
の
集
り
で
あ
っ
た
。

彼
ら
が
精
神
的
支
柱
と
し
、
グ
ル
ー
プ
の
名
付
け
親
に
も
な
っ
た
瀧
口
修

造
（
一
九
〇
三
︱
一
九
七
九
）
は
当
時
四
十
歳
。
戦
前
か
ら
「
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ズ
ム
」
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
的
な
芸
術
運
動
を
紹
介
し
て
い
た

評
論
家
で
あ
り
、
詩
人
で
あ
る
。
武
満
は
、
瀧
口
を
通
し
て
、
メ
シ
ア
ン

や
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
音
楽
を
知
り
、
現
代
美
術
の
世
界
を
知
る
。

　

武
満
徹
が
、
邦
楽
器
を
用
い
た
最
初
の
作
品
「
エ
ク
リ
プ
ス
」
を
作
曲

し
た
の
は
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
に
は
尺

八
と
琵
琶
の
た
め
の
複
協
奏
曲
「
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ス
」
が

生
れ
る
。
鶴
田
錦
史
（
薩
摩
琵
琶
）、
横
山
勝
也
（
尺
八
）
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
武
満
は
、
琵
琶
と
尺
八
か
ら
放
た
れ
る
「
伝
統
音

楽
」
に
接
し
、「
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ス
」
を
作
曲
し
た
当
時
を
、

二
十
年
後
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
28
。

　

邦
楽
器
か
ら
生
じ
る
音
に
は
、
す
で
に
、
私
の
思
惑
を
は
る
か
に

超
え
た
、
堅
牢
な
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
音
に
複
雑
な
ア
ス

ペ
ク
ト
を
内
包
し
た
響
き
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
に
自
足
す
る

こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
ら
は
、
西
洋
音
楽
に
お

い
て
、
雑
音
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
た
音
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

音
と
音
を
連
結
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
で
音
楽
的
構

造
物
を
造
形
す
る
、
西
洋
音
楽
の
在
り
方
と
は
ま
る
で
違
っ
た
、
音

の
享
受
の
仕
方
を
生
ん
だ
の
だ
。

　

た
ぶ
ん
表
面
的
に
な
ら
、
日
本
の
伝
統
音
楽
を
西
洋
音
楽
に
ア
ダ

プ
ト
す
る
こ
と
も
、
ま
た
両
者
を
巧
妙
に
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
も
、

さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
私
は
、
そ
の
い
ず
れ

に
も
関
心
を
も
て
な
か
っ
た
。「
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ス
」
は
、

私
に
と
っ
て
、
回
避
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
実
践
的
な
ス
テ
ッ
プ

（
段
階
）
な
の
で
あ
っ
た
。
作
品
と
し
て
の
体
裁
を
考
慮
す
る
こ
と

は
二
の
次
で
、
た
だ
、
ふ
た
つ
の
異
な
る
も
の
を
対
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
、
予
期
し
え
な
い
ド
ラ
マ
（
劇
）
を
、
自
分
自
身
で

確
か
め
た
か
っ
た
。

尺
八
、
琵
琶
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
「
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ

ス
」（
発
表
当
初
、作
曲
者
自
身
が
付
記
し
た
日
本
語
タ
イ
ト
ル
は
「
十
一

月
の
階
梯
」）
の
ス
コ
ア
に
は
、
作
曲
者
自
身
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
29
、
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音
程
を
細
分
化
し
た
四
分
音
の
使
用
や
、
木
管
の
編
成
か
ら
尺
八
の
音
色

と
似
た
フ
ル
ー
ト
を
除
く
な
ど
の
工
夫
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
施
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
伝
統
楽
器
も
「
西
洋
音
楽
」
も
絶
対
不
変
で
は
な
い
。
作
曲

家
た
ち
、
あ
る
い
は
演
奏
家
た
ち
が
時
代
と
と
も
に
作
り
直
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
伝
統
音
楽
に
と
っ
て
「
垂
直
に
樹
の
よ
う
に
立
上
が
っ
て
く

る
」30
尺
八
と
琵
琶
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
し
て
珍
し
い
。
日
本
楽
器

と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
「
対
置
」
す
る
こ
と
は
、
日
本
楽
器
と
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
と
も
に
自
ら
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
世
界
に
数
多
く
の
音

楽
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
り
、
実
験
で

あ
る
。

実
験
は
、
戦
後
の
欧
米
の
「
偶
然
性
の
音
楽
」
に
代
表
さ
れ
る
前
衛
的

な
手
法
を
と
も
に
創
り
出
し
て
き
た
経
験
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
武
満
が
戦
後
ま
も
な
く
に
取
組
ん
だ
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
・
コ
ン

ク
レ
ー
ト
が
演
奏
者
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
独
奏
者
に
多

く
を
委
ね
る
「
ノ
ヴ
ェ
ン
バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ス
」
の
世
界
の
間
に
は
、
武

満
個
人
の
方
法
論
の
変
遷
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
、
西
洋
以
外
の
地
域

に
眼
を
向
け
て
い
た
西
洋
音
楽
と
連
動
し
た
動
き
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
試
み
は
、
と
も
す
れ
ば
「
東
」
と
「
西
」
と
い
う

二
項
対
立
に
組
み
込
ま
れ
や
す
い
。
初
演
時
の
批
評
の
多
く
が
「
東
」
と

「
西
」
の
観
点
か
ら
書
い
て
い
る
。
昭
和
も
終
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
回
想

し
て
い
る
今
も
、
武
満
は
用
心
深
く
、
航
路
が
思
わ
ぬ
方
向
に
進
ま
な
い

よ
う
に
、
執
拗
に
舵
を
と
る
。

　

琵
琶
や
尺
八
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
日
本

0

0

で
あ
り
、
ま

た
き
わ
め
て
特
殊
な
も
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
抽
象
さ
れ
る
本
質
は
、

も
は
や
日
本
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
け
で
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

　

静
的
な
、
日
本

0

0

と
西
洋

0

0

、
と
い
う
二
元
的
思
考
が
も
た
ら
す
も
の

は
、
お
お
よ
そ
底
の
知
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
を
動
的
な
生
き
た
音
の

世
界
へ
向
か
う
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
、
他
の
音
楽
の
存
在

に
目
を
向
け
、
耳
を
開
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

こ
と
だ
ろ
う
。

　

世
に
風
潮
と
し
て
あ
る
表
面
的
な
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
（
日
本
主
義
）

の
よ
う
な
も
の
が
、
私
に
は
ど
う
に
も
い
と
わ
し
い
も
の
に
感
じ
ら

れ
て
、
そ
れ
に
ま
た
、
音
の
趣
味
性
だ
け
に
た
よ
っ
た
唯
美
的
な
世

界
を
作
る
こ
と
に
は
関
心
が
無
い
の
で
、
い
ま
特
に
邦
楽
器
を
用
い

る
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
。 

（
傍
点
原
文
）

　

武
満
徹
は
、「
普
遍
的
な
卵
（
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
エ
ッ
グ
）」
と
い
う

こ
と
ば
を
使
っ
て
、
人
間
が
生
き
て
い
く
原
理
の
カ
タ
ロ
グ
を
芸
術
家
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
作
り
、
次
の
世
代
に
渡
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
卵
が

半
端
に
孵
化
し
な
い
よ
う
に
長
く
抱
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
31
。

錯
綜
す
る
世
界
の
中
で
彼
が
見
出
し
た
結
論
で
あ
る
。
差
異
の
生
半
可
な
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理
解
を
避
け
、
問
題
は
問
題
と
し
て
、
時
間
と
次
の
世
代
に
託
す
。「
境

界
」
を
越
え
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
た
武
満
徹
晩
年
の
こ
と
ば
で
あ

る
。

　

註1　
「
音
楽
取
調
ニ
付
見
込
書
」
明
治
十
二
年
十
月
三
十
日
付
。﹃
東
京
芸

術
大
学
百
年
史　

東
京
音
楽
学
校
篇
﹄
第
一
巻
、
音
楽
之
友
社
、
昭
和

六
十
二
年
十
月
刊
。「
見
込
書
」は
の
ち
、明
治
十
七
年
二
月
九
日
付「
音

楽
取
調
成
績
申
報
書
」
に
も
収
録
さ
れ
、
そ
の
抄
録
が
﹃
音
楽
取
調
成

績
申
報
書
要
略
﹄
と
し
て
、
明
治
二
十
四
年
三
月
、
東
京
音
楽
学
校
よ

り
刊
行
さ
れ
た
。
山
住
正
己
校
注
﹃
洋
楽
事
始　

音
楽
取
調
成
績
申
報

書
﹄（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
、
東
洋
文
庫
）。

2　

大
和
田
建
樹
、
奥
好
義
編
﹃
明
治
唱
歌
﹄（
全
六
集
）
中
央
堂
、
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
五
月
︱
一
八
九
二
年
四
月
。
大
和
田
建
樹
が

歌
詞
、
奥
好
義
が
楽
曲
を
担
当
し
て
編
ま
れ
た
。
初
出
の
外
国
楽
曲
に

「
故
郷
の
空
」
の
ほ
か
、「
二
月
の
海
路
」（
ジ
ル
ヒ
ャ
ー
「
ロ
ー
レ
ラ

イ
」、
第
一
集
）、「
あ
は
れ
の
少
女
」（
フ
ォ
ス
タ
ー
「
故
郷
の
人
々
」、

第
二
集
）、「
雀
の
子
」（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
菩
提
樹
」、
第
五
集
）
な
ど
。

3　
﹃
明
治
唱
歌
﹄
以
後
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
お
も
な
唱
歌
集
を
挙
げ
る
。

四
竈
訥
治
編
﹃
家
庭
唱
歌
﹄
普
及
舎
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

六
月
。

東
京
音
楽
学
校
編
・
刊
行
﹃
中
等
唱
歌
集
﹄、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
十
二
月 

。

小
山
作
之
助
編
、
伊
沢
修
二
校
閲
﹃
国
民
唱
歌
集
﹄
共
益
商
社
書
店
、

明
治
二
十
一
（
一
八
九
一
）
七
月
。

伊
澤
修
二
編
﹃
小
学
唱
歌
﹄
全
六
集
。
大
日
本
図
書
、
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
三
月
︱
二
十
六
年
八
月
。

大
和
田
建
樹
著
﹃
尋
常
小
学
帝
国
唱
歌
﹄
全
二
巻
、
博
文
館
、
明
治

二
十
五
年
五
月
。

大
和
田
建
樹
著
﹃
高
等
小
学
帝
国
唱
歌
﹄
全
二
巻
、
博
文
館
、
明
治

二
十
五
年
六
月
︱
七
月
。

奥
好
義
編
﹃
歴
史
唱
歌
﹄
深
野
寅
吉
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

六
月
。

文
部
省
「
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並
楽
譜
」
官
報
三
〇
三
七
号
付
録
、
明

治
二
十
六
年
八
月
。

納
所
弁
次
郎
、
鈴
木
米
次
郎
編
﹃
明
治
軍
歌
﹄
博
文
館
、
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
十
一
月
。

山
田
源
一
郎
編
﹃
大
捷
軍
歌
﹄
全
六
編
、
増
子
屋
書
店
ほ
か
、
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
一
月
。

教
育
音
楽
講
習
会
編
﹃
新
編
教
育
唱
歌
集
﹄
全
二
集
、
三
木
楽
器
店

（
大
阪
）、
明
治
二
十
九
年
一
月
︱
五
月
。

小
山
作
之
助
編
﹃
国
教
唱
歌
集
﹄
共
益
商
社
書
店
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
八
月
。

鈴
木
米
次
郎
編
﹃
新
式
唱
歌　

一
名
ト
ニ
ツ
ク
ソ
ル
フ
ア
ー
唱
歌
集
﹄

十
字
屋
楽
器
店
、
明
治
三
十
年
十
一
月
。

大
和
田
建
樹
作
歌﹃
地
理
教
育
世
界
唱
歌
﹄全
二
集
、三
木
楽
器
店（
大

阪
）、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
月
。

4　

山
川
均
﹃
あ
る
凡
人
の
記
録
﹄
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
二
十
五
年
。﹃
日

本
人
の
自
伝
﹄
九
、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
二
月
、
二
八
二
頁
。

5　

原
曲
「C

o
m

in
’ th

ro
’ th

e R
ye

」
に
も
幾
つ
か
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
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が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。﹃
明
治
唱
歌
﹄
の
編
者
た
ち
が
底
本
と
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
長
谷
川
由
美
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。M

cC
askey, J. P., 

ed
.  Fra

n
k

lin
 Sq

u
a

re So
n

g C
o
llectio

n
, vo

l. 8
.  N

ew
 Y

o
rk, 

1881.  p
. 64.

6　

小
山
作
之
助
編
﹃
新
撰
国
民
唱
歌
﹄
第
二
集
所
載
。
三
木
楽
器
店（
大

阪
）、
明
治
三
十
三
年
六
月
。
本
唱
歌
集
は
全
三
集
、
同
年
二
月
よ
り

十
月
刊
。

7　

海
老
澤
敏
﹃
瀧
廉
太
郎
︱
夭
折
の
響
き
︱
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四

年
十
一
月
（
岩
波
新
書
）、
一
五
一
頁
。

8　

金
田
一
春
彦
、
安
西
愛
子
編
﹃
日
本
の
唱
歌
﹄
上
、
講
談
社
、

一
九
七
七
年
十
月
（
講
談
社
文
庫
）、
一
四
五
頁
。

9　

 

瀧
廉
太
郎
﹃
四
季
﹄
共
益
商
社
楽
器
店
、
明
治
三
三
年
十
一
月
。

10　

国
立
音
楽
大
学
音
楽
研
究
所
﹃
唱
歌
索
引
﹄（
音
楽
研
究
所
年
報
第

五
集
、
一
九
八
五
年
三
月
）
に
よ
る
。

11　

田
村
虎
蔵
、
納
所
弁
次
郎
編
﹃
教
科
適
用
幼
年
唱
歌
﹄
全
八
冊
、
十

字
屋
書
店
、
明
治
三
十
三
年
六
月
～
三
十
五
年
九
月
。

　

大
和
田
建
樹
作
歌
、
多
梅
稚
ほ
か
曲
﹃
地
理
教
育
鉄
道
唱
歌
﹄
全
五
集
、

三
木
書
店
（
大
阪
）、
明
治
三
十
三
年
五
月
︱
十
一
月
。

　

山
田
源
一
郎
編
著
﹃
女
学
唱
歌
﹄
全
二
巻
、
共
益
商
社
書
店
、
明
治

三
十
三
年
八
月
。

12　

山
田
耕
筰
「
作
曲
者
の
言
葉
」﹃
山
田
耕
筰
名
歌
曲
全
集
第
一
巻
﹄

日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
巻
末
。

13　

山
田
耕
筰
が
ベ
ル
リ
ン
滞
在
最
後
の
年
に
経
験
し
た
ド
イ
ツ
の
前
衛

芸
術
に
つ
い
て
は
、
自
伝
﹃
若
き
日
の
狂
詩
曲
﹄（
大
日
本
雄
弁
会
講

談
社
、
昭
和
二
十
六
年
二
月
、
中
公
文
庫
、
一
九
九
六
年
六
月
）
に
語

ら
れ
て
い
る
。
表
現
主
義
結
社D

er Stu
rm

の
画
廊
を
訪
れ
、
ヴ
ァ

ル
デ
ン
の
芳
名
帳
に
サ
イ
ン
を
残
し
て
い
る
こ
と
（
一
九
一
三
年
十
月

二
十
五
日
付
）、
帰
国
後
、
日
比
谷
画
廊
で
開
い
た
「
シ
ト
ゥ
ル
ム
木

版
画
展
」
に
つ
い
て
は
、
五
十
殿
利
治
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。﹃
大

正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
﹄（
ス
カ
イ
ド
ア
、
一
九
九
五
年
三
月
、

改
訂
版
一
九
九
八
年
六
月
）
参
照
。

14　
「
綜
合
芸
術
よ
り
融
合
芸
術
へ
」﹃
詩
と
音
楽
﹄
二
巻
一
号（
一
九
二
三

年
一
月
）﹃
音
楽
の
法
悦
境
﹄（
イ
デ
ア
書
院
、大
正
十
三
年
十
月
）
所
収
。

15　
﹃
山
田
耕
作
歌
曲
集　

露
風
之
巻
﹄
大
阪
開
成
館
、
大
正
八
年
九
月
。

16　

歌
曲
作
曲
法
を
主
と
し
た
山
田
耕
筰
の
著
書
を
挙
げ
る
。

　
　
﹃
歌
謡
作
曲
法
﹄（
日
響
出
版
協
会
、
昭
和
七
年
十
月
）、「
作
曲
の
実

際
」（
ア
ル
ス
音
楽
大
講
座
第
四
巻
所
収
、ア
ル
ス
、昭
和
十
一
年
一
月
）、

﹃
歌
曲
の
作
り
方
﹄（
雄
鶏
社
、昭
和
二
十
四
年
十
二
月
。﹃
歌
謡
作
曲
法
﹄

改
訂
）。

17　

小
倉
朗
﹃
日
本
の
耳
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
五
月
（
岩
波
新
書
）、

　

七
八
頁
。

18　

深
井
史
郎
「
山
田
耕
作
に
関
す
る
ノ
ー
ト
か
ら
の
ぬ
き
書
き
」﹃
音

楽
研
究
﹄
二
号
、（
昭
和
七
年
七
月
）、
六
三
︱
六
八
頁
。

19　

秋
山
邦
晴
著
、
林
淑
姫
編
﹃
昭
和
の
作
曲
家
た
ち
︱
太
平
洋
戦
争
と

音
楽
﹄
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
四
九
二
頁
。

20　

須
永
克
己
（
一
九
〇
〇
︱
一
九
三
五
）
音
楽
評
論
家
。
門
司
生
れ
。

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
卒
。
美
学
専
攻
。
卒
業
後
田
邊
尚
雄
、
田
中

正
平
に
師
事
し
、
音
楽
雑
誌
、
新
聞
な
ど
に
批
評
、
論
文
な
ど
を
発

表
。
三
十
二
年
、﹃
月
刊
楽
譜
﹄
に
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
純

正
調
の
問
題
」
は
高
い
評
価
を
得
た
。
東
洋
音
楽
学
校
、
日
本
大
学
芸

術
科
講
師
、
文
部
省
社
会
教
育
局
、
東
京
中
央
放
送
局
嘱
託
を
務
め
る
。

三
十
五
年
九
月
急
逝
。
行
年
三
十
六
。
遺
稿
集
﹃
明
日
の
音
楽
﹄
が
恩

師
田
邊
尚
雄
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
（
名
曲
堂
、
昭
和
十
一
年
）。

「
音
楽
の
国
民
性
」「
音
楽
に
於
け
る
日
本
的
な
る
も
の
」
は
本
書
に
収



﻿

95

「日本の二十世紀音楽」断章

録
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
は
初
出
誌
に
拠
っ
た
。

21　
「
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
現
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
）
は
時
事
新
報
社

主
催
に
よ
り
、
一
九
三
二
年
に
創
設
さ
れ
た
。
第
二
回
（
一
九
三
三
年
）

の
作
曲
部
門
の
募
集
要
項
の
課
題
指
定
は
次
の
通
り
。（﹃
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
三
十
年
﹄
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
二
）。

課
題
（
Ａ
）
或
は
（
Ｂ
）
何
れ
か
一
種
を
選
ぶ
べ
し
。

（
Ａ
）　

新
日
本
を
表
象
す
る
管
絃
楽
用
大
行
進
曲　

但
、
序
奏
、
二

種
の
ト
リ
オ
、
及
び
結
尾C

o
d

a

を
具
備
す
る
こ
と
。

（
Ｂ
）　

管
絃
楽
用
舞
踊
組
曲
。
但
、
楽
章
の
数
に
制
限
な
き
も
、
少

く
も
一
個
の
楽
章
に
於
て
日
本
的
情
調
を
採
り
入
れ
る
こ
と
。

　

次
年
度
以
降
こ
の
種
の
指
定
は
消
え
る
。

22　

タ
イ
ト
ル
「
無
題
」　
﹃
音
楽
世
界
﹄
十
巻
三
号
（
昭
和
十
三
年
三
月
）、

二
五
︱
二
八
頁
。

23　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｅ
・
サ
イ
ー
ド
著　

今
沢
紀
子
訳
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
﹄
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
六
月
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
上
巻

二
〇
頁
。

24　

西
川
長
夫
﹃
増
補　

国
境
の
越
え
方
﹄
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
二
月

　
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
第
四
節
「
欧
化
と
回
帰
」。

25　

坂
口
安
吾
﹃
日
本
文
化
私
観
﹄
文
体
社
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
、

一
四
頁
。

26　
﹃
パ
ロ
デ
ィ
的
な
四
楽
章
﹄
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
深
井
史
郎
︿
パ

ロ
デ
ィ
的
な
四
楽
章
﹀
の
時
代
」、
ス
コ
ア
﹃
パ
ロ
デ
ィ
的
な
四
楽
章
﹄

解
説
参
照
。
全
音
楽
譜
、
二
〇
〇
五
年
八
月
。

27　

新
作
曲
派
協
会
は
一
九
四
六
年
九
月
一
四
日
結
成
。
四
七
年
一
二
月

よ
り
五
二
年
六
月
に
か
け
て
八
回
に
わ
た
り
作
品
発
表
会
を
開
催
。
創

立
時
の
メ
ン
バ
ー
は
清
瀬
保
二
、
早
坂
文
雄
、
松
平
賴
則
、
石
田
一
郎
、

小
船
幸
次
郎
、
渡
辺
浦
人
、
塚
谷
晃
弘
。
伊
福
部
昭
の
名
も
み
え
る
が

作
品
発
表
は
一
度
も
な
い
。
清
瀬
保
二
に
一
時
期
師
事
し
た
武
満
徹
も

鈴
木
博
義
と
と
も
に
の
ち
に
加
わ
り
、「
二
つ
の
レ
ン
ト
」「
妖
精
の
距

離
」
を
一
九
五
〇
、五
一
年
に
発
表
。

28　

武
満
徹
「
限
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
﹃
世
界
﹄」
読
売
新
聞
一
九
八
八

年
一
月
二
十
八
日
︱
一
月
三
十
一
日
夕
刊
。﹃
武
満
徹
著
作
集
﹄
第
五
巻
、

新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
一
三
︱
三
二
〇
頁
。

29　

武
満
徹
﹃
音
、
沈
黙
と
測
り
あ
え
る
ほ
ど
に
﹄
新
潮
社
、

一
九
七
一
、
一
九
二
頁
。

30　

武
満
徹
﹃
武
満
徹　

自
ら
を
語
る
﹄
聴
き
手
安
芸
光
男
、
青
土
社
、

二
〇
一
〇
年
、
七
七
︱
九
九
頁
。

31　

同
。
九
九
頁
︱
一
〇
二
頁
。

＊
二
〇
一
一
年
十
月
二
十
八
日
「
港
区
民
大
学
講
座
」
最
終
日
の
た
め
の

原
稿
に
補
筆
。


